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戦後の口本経済のめざましい成長は重化学工業を中心として伸び

てきたが,これは必然的に石油化学工業の大々的発展という形で表

わされてきた｡本年度は高度成長のひずみの是正という面より,種

々の手直し策がとられたが,景気は政府,財界方面の対策にもかか

わらず依然として低迷の状態を続けている｡

しかし,化学工業にとって,プラントの合理化ということはいか

なる状況にあっても必須の条件であり,このことはある面では新プ

ロセスの採用による新鋭プラントの建設となり,一方では,プラン

トの設備,能力の大形化という形で現われてきた｡これに対応して,

日立製作所の化学プラントも技術の革新と向上に努力してきた結果

として,ここに多くの優秀なプラントを世に送りだしたのである｡

そのなかには,年産8万tの世界最大級の生産能力を誇る,宇部

興産株式会社宇部ラクタムプラントがあり,わが国,最初のポリプ

タジェソゴムの生産工場である,旭化成工業株式会社川崎工場合成

ゴムプラント,あるいはまた,フッ素系樹脂を生産する,日東フロ

ロケミカル株式会社清水二L場が含まれる｡特に,日東フロロケミカ

ル清水工場の場合は,そのエンジニアリング技術に閲し,デュボン

社副社長レナ一博士より激賞された優秀プラントである｡

一方,海外著名会社との技術提携によりエンジニアリングの幅を

広げんとする努力が続けられているが,新たに取りあげられたもの

としては,Ⅰ.C.Ⅰ.アンモニア合成プロセスおよぴアメリカ･シーラ

ス社とのエチレン分解炉,炭化水素などのリフォーマーに関する技

術がある｡また,各種プロセス,構成用械器はますます,その特色

を発揮し,その製品ほプラントの目的によく適合した合理性のある

ものとして,各方面から期待されている｡特に3,000気圧以上の超

高圧力にて使用される容箸別土特殊設計にプi〔づく,r上1己緊縛(AUTO-

FRETTAGE)加1‾二により,高J下ポリエチレンの毛合ノ丈応諾:壬として任

用され,昨年に引き続き,本年もスペインへの輸け_lに成功した.｢そ

のほか,ハブ爆発庁接法など,一連の特殊加‾l二法を利jl‾jした耐fモラ

イニング機器,アメリカ･コントロ朴との技術提携によるl--h-亡コン

国1 宇部興産株式会社ナイロン製造プラント
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トロ装ぎぎH日立薄膜蒸発語注)日立誘導加熱反応装際,口正真空凍結乾

燥矧さはど,それぞれの方面において,優秀な性能を発揮している｡

また,ガス分離,空気分離装i毘関係は,昨年の東海製鉄株式会社に

引き続き,fi三友金属‾l二業株式会祉和歌LUへ,東海製鉄株式会社同

様10,000m3級のTO-ⅠⅠプラントを完成,納入した｡なお,最近,

空気分離装樫のアルミ化が盛んをこいわれており,低温特性のすぐれ

た,アルミ合金をZ㌍気分離婆妄掛こ利用することほ化学工業界の多年

の湖越であったが,=七勺削乍所ほ,すぐれた溶接技術をはじめ,こ

の力由の多年の経験と技術の詩横により,他社にさきがけ純国産技

術にて,この｢ヲり越を解決した｡

環境衛生力面で,未㌫心 持に.i.キ過となっているごみ焼装抑こ関し

ては,昨年,大阪府八尾に処鞘能力600tのごみ焼却設備としては

殺人級のものを受注したが,本年は小樽,油平,H_-1上と受注に成功,

ごみ焼設備に関する研究開発をr朋台して,1ぢ･機を呉市役所に納入

以来,着実な成果をあげている｡また,鉄道車両関係専用のごみ焼

設備として,客車のごみ焼装捏を国.鉄仙台宮城野客車匝二に建設し,

横型,l‖憧式焼却火山こ関しても技術を確､｢(,この方面に関する技術

の幅を広げることに成功したのである〔,

水処事里装置

40年蛙の水処胤■耶門ほ,引き続き実施されている国の環境衛生施

設整除計杓および公害防止のため,需要がますます活発となった｡

すなわち公共事業矧よ,し尿処理がほぼ横ばいであるはかは,39年

度に比べいずれも30%以上の増加である｡特に下水道関係は,従来

の中,大規模のものに加えて小規模汚水処理施設費も今後さらに増

額されると思われる｡またすでに施行されている排水規制法および

水質保全法により各地域の水質基準が決定され,具体的な規制が実

施されつつあるので,一般産業におiナる水処理関係事業費も逐次増

加しているし)このような需要情況に比こじて各社とも外国からの技術

等入を行なっているが,日立水処理部門は,10年間の水処理機器の

製作技術を基掛こ数年前よりェンソニヤリングとプラント建設の能

力の育成につとめ,実績の積み重ねによって地歩の確立を期した｡

40年度の生産実績ほ,下水･上水および二I二水処理などのプラント

ものに著しい伸長をみせた｡

■‾卜水処邦装f鞋では,39年に引き続いて汚泥消化設備一式を完成

した(｡新製一指としては,住宅岡地などを対象とする,コンタクトス

タビリゼイション法の小規模汚水処理施設を完成した｡

‾F水機械の新製l■Jlとしては,小都市小規模に最適な沈砂池用走行

阿3l‾1肘処鋼株i七会字_L納100m3/h急速l托鋏装樫
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図2 日東フロロケミカル株式会社納ふっ素樹脂製造プラント

吸砂摸があり,またダブルチェーンコンベヤ応用の日動除じん機,

沈砂かき揚げ機および汚泥かき集め枚などは,各都市40個所に納入

し引き続き業界第一の生産高を維持している.-

し妹処理装経としては4個所を完成し,｢｢F▲4個所を鯉設中で

ある｡

上水･工水処〕型装経としてほ,勝田市,北茨城巾および水戸前の浄

水場施設一式を完成した｡また浄水場用薬品,一往入ぷ備3個所を完成

したが,大規模の浄水場では薬品注入設備の機械化,】乙】劇化がしき

りと計画されつつある現在意義深い｡

産業用廃水処理装置としては,自動車⊥場廃水処桝装置,ビール

工場廃水回収袋鐙などを完成した｡

日立急速除鉄装匠は,特殊除鉄剤を充てんした旺力式ろ過機に旭

水して除鉄するもので,水中に溶解している鉄分ほ,特殊除鉄剤の

触媒作用により酸化作用をうけ,さらに吸着作用によって除鉄さJt

るもので,従来の各力式のように薬品その他消耗端をはとんど必安

としない｡なお次の種々の特長をもっている｡(1)建設費が低廉

である｡(2)運転経費がわずかである｡(3)処理水の水質が安定

している｡さらに本装r凱よpH調整装置を付設することにより除鉄

作用と同時にマンガンを除去することが可能である｡標準化もすで

に終わり,20数個所に納入し,いずれも好成績で運転されており,

今後の発展が大いに期待される｡

冨岡4 堺市役所前烏ポンプ場納沈砂かき拗傑および王′l軌快ビん純

一179
】



18d 昭和41ヰ1月 日 立 藷 論

■ 下水処畢聖装置

(1)小規模下水処理装置

既成市街地を中心とした公共下水道の下水終末処理場の建設と

並行して,住宅団地を対象とする小規模汚水処理施設(コミュニ

ティプラント)が各地で計画され実施されている｡

長崎市滑石･道ノ尾地区下水終末処理施設は,この種の住宅

団地用のもので下水道は,分流式で計画され,付近の一般住宅の

13,000人分を合わせ全体計画は,33,000人対象である｡このほど

の完成は,この内の10,000人分である｡汚水処理は,コンタクト

スタビリゼーショソ法を用いており,汚泥処理は,好気性消化に

よっている｡

設備の主体をなすコンタクトスタビリゼーショソ槽は,10,000

人分の,接触暴気槽,沈殿池,暴気槽,および消化槽よりなり,

約15×24mの角樽である｡接触暴気槽と再呆気槽ほ,ステップ

エアレーション方式の暴気槽としても運転し得る構造となってお

り,流入汚水の量と質に幅広く比こじ得るようになっている｡暴気

槽の散気装置ほ,特殊な閉塞を起こさないノズルを使用している

ので,供給空気をろ過する装荷を設けていない｡,

松戸市金ケ作終末処印場は,常盤平日1地およびその周辺地区川

のもので,その増設設臓21,500人分を完成したし､暴気槽はlリ形最

終沈殿他の伯困にリング状に築造されている()汚氾の消化は,ガ

スかくほん方式の嫌気性消化槽を用い,消化汚泥ほベルト形真空

ろ過放で脱水する.〕

(2)‾下水汚泥消化設備

大阪市往古処堺場の当初計由分である汚水43,000m3/dより先

ずる汚泥200m3/dと,し尿600m3/dを併-【-i∫-処理する消化槽設備

を完成した｡この設術ほ,混合槽,濃縮槽,分配倍の各設満より

⊥ 上水･エ水処事聖装置

(1)上水道用浄水場設備

勝間揃でほ,__l二坪浄水場が建設されているし,全体規模ほ,45,000

m3/dであるが,今山その第一周j分11,000m3/dの浄水設備を完成

した｡また,北茨城市小豆畑浄水場の全体12,0001113/dの浄水設

僻も完成した｡いずれも高速凝集沈毅設備と重力式急速砂ろ過設

備を千体とし,薬品注入設僻を付属するものである｡

高速凝集沈殿設胎としてほ,スラリ循環形を川い,その機能.l二

心も重要なスラリの循環量を原水の変化にん仁じて調節できる機構

としてある｡この機構の主要部分は,水･-i+におかないようにした

ので長期にわたり確実に操作することができる｡かくはん,揚水

巽などこれら機械部分を支持し,内部隔壁を構成する部分は,張

捌接遇としてあるので水中で腐食しやすい形鋼をJF‾jいないように

なっている｡

小豆畑浄水場の虫力式砂ろ過設鵬の集水機構は,ホイラ式とな

っているが,従来コンクリートを使用していたホイラベットを合

成樹脂製とし,土木構造物の型わくも兼ねられる構造として二l二法

の竹純化を問っている｡

(2)工業用水道H]浄水機

水戸｢い詞辺の各1二場へ80,000m3/dの⊥業川水を送る郡上月川l二】二

業用水浄水場の50,000m3/d浄水設備を完成した｡薬品混和池設

備,薬品注入設備などからなり,薬品用水や飲料水などの場内用水

ほ,｢l‾二深川水を圧力式砂ろ過設備により日給白足している｡

第媚巻 第1号

なる〔J

長崎巾戊里町処理場に併設される100kJ/dし尿処即設備の当

初計画分も完成した｡このように‾F水終末処押場の汚泥処理設備

を当面のし奴処理に利用する計画が増加する傾向にある｡

(3)沈砂池用走行吸砂機

盛岡市大沢川原下水ポンプ場の沈砂池用として走行吸砂機を納

入した｡本棟は,走行けた,吸上管,吸上菅巻上装置,ブレード

レスサンドポンプ,液体サイクロンなどよりなる｡ポンプにより

吸.卜けらJtた沈砂のうち有機性汚泥ほ,液体サイクロン上部より

池へ戻して処理場へ送り,:-1三として無機質の砂枇のみ､とサイクロ

ン‾h■"より取出すようになっている｡

一対1 拉崎市滑〃8追ノ比地lメニ下水終末処理場

(3)浄水場川薬占占住人設備

人規模な浄水場では,凝集薬剤や同補助剤の注入設臓の機械化,

山勧化がしきりと計画され実施されている｡

東京都金町浄水場の凝集補助剤注入設備は,26,700J/hカ性ソー

ダ注入装置と200,000J/h括:性ケイ酸注入装置よりなる｡いずれも

受入,貯蔵,処理,計量,注入など一連の操作を能率よく行なう

ものである｡ケイ酸ソーダの活性化工程は,プログラムによる自

動運転となっている｡

大阪肘大庭浄水場では,処理水量250,0001nソd川の披状硫酸バ

凶1 勝田市上坪浄水場高速凝集沈澱設備
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ソド注入装F賢とソーダ灰注入装置を完成した｡綬状硫酸バソド

は,何形状のものに比べ取扱いやすいので大都市川辺の浄水場で

班川さJLる他仙こある｡ソーダ灰の投入ホッパ部分は特殊偶造の

ホッパ,エアカーテン設肺,洗浄筒などにより完全な防じん効米

をあげている｡

大阪市柴島浄水場の第一ナHイイ灰托入設術ほ,最大注入能力2t/h

で,受入から注入までを完全に機械化している｡全搬送路を密閉

肺造とし,貯蔵掛こは乾燥乍㌔ほ送って椚子√灰のi上品澗を防いでい

る｡各兵江機ホッパまでの搬送ほ,r_†1動的にテナなわJtる｡

■ 産業用廃水処;哩装置

(1)口座l工i劫巾株式会社座間+二掛こ廃水処理巷引資を納入した｡〕

処刑対象廃水は塗装廃水,メッキ廃水,雑用如こ大別され,途小

までほ件系統別に剖Hの装;打力ミ仙川され 凝集沈岨 汚氾処雌な

どは同一一の装置が性別されるシステムとなってこわり,最終的にほ

二【二場廃水な総合的に処押するものである､)掘作ほ機槻化され最少

の人員で管珊が可能である｡納人後好調に運転中であり公共防lトニ

に一役買っている｡

(2)サッポロビール株式会ネ=字人‾1二場に洗填き廃水い=l父装fr亡な納

入したし,木矧軌よ洗堕さL私三より排出されるアルカリ廃水を硫酸に

て中和したのち凝鮭剤を妹加して懸濁物を凝然させ,さらに圧ノブ

式′ニし速ろ過機によりろ過活浄とするものである(｡処刑水ほ+二場椰

川水としで内偵川されてこぉり,公ノi†子帆1∴と川水兜節減の一石二〔二さ

の役割りをはたしている｡

(3)株式会社大山_lホテルに川水処稚装i呂てを納入した｡本装抑よ

木曽川伏流水を処理して飲川に供するためのもので,太曝装拭,

薬往装楳,凝集沈殿装抒,圧力式ろ過装置などからなっている｡

ノ才)過機の操作は差圧検桝計による全自動方式となっている｡また,

原水中の有機物を酸化するために前塩素処群をするなどして各所

に工夫をこらしてある｡

■ 水処:哩装置の計装

水処理装置は上水道および⊥業用水追と,汚水または廃水処判〔の

■1ご水道にわけられるが,処理方式もいろいろと追っているので,そ

れらの計装設備もそれぞれに適合した方式がとられている｡最近の

計装設備のおもな共通的特長はつぎのとこわりである｡

(1)管理の集中化と設備の日勤化

計装設満といっても,はかのプロセス+二業のように二1二業.汁tそご‡の

みの適川に1Lまらず,受変電設帖,ポンプ,ブロワやそのほかの

汚泥処理撥旨三幸などの電気助力設術も含めて,水処理装躍全般を見

渡した集中制御力式を各所に採用し,管坪の集中化を本格化して

いる｡また,設備の自動化を杭極的に進めるために,シーケンス

制御の占める割合も増加している｡

(2)電子式工業計器の普及

一般の水処理装置は沈殿池などの大容量の池を有するため,多

くの計測山が大きな敷地内に広く分散することが多い｡したがっ

て集中管理をするためにほ,いきおい伝送距離が著しく延長され

るので,?宍気式工業計器では工+1二費および信ぢ伝送遅れが問題と

なっていたが,信板性の向上した日立ユニトロールシリーズの′遥

水 処 理 装 置 181

図2 東京都金町浄水場受入･貯蔵槽室および反応臍宝

上村1 口産自動中株式会社座間∨⊥場納廃水処理装置

蛭i2 サッポロビール株式会社厚木工場納洗蟹廃水処理装置

図1i茨城県河川課納浄水場計装盤

十式∫i川㌢‡の詐及によって,それらの問題は解決されている｡

さらに′窟十式計諾寸の抹川により,テレメータシステムやデータ

処珊装f託との結合も容姑となったので,水道の広域監視制御の応

川が増加している.′

(3)絞f)幾帖なしの流量検州

水道設備の管路は,①圧力損失を少なくしたい｡(む稲光の流

-181-



182 1王/りU41ヰ1ノj 日 立 詐

量増加に簡単な変吏ですませたい〔ノ⑨流体小に土砂などの輿物

があっても正確に流量検出したいなどの即由から,従来のベンチ

ュリチューブに代わって電磁流量計が盛んに採和されている｡同
様のl柑勺で超音波流量計も採用されている｡

図1は茨城県河川課糾の二【二業川水冷水場の計装設備例であるが,

さきにあげた特長のほかに,l自二接式遠方制御方式を採用して,浄水

場中央管理所から1km離れた収水ポンプ所のポンプ6子～,ポンプ

補税額1式,受電設術1式,水位などのプロセス変量3点を0.5¢通

■ 爆発タラッド機器の製作

1ニト1ンニ製作所独1〕で開発されたハブ爆発圧接法は化′子機械におり-る

耐食ライニソグ機器の製作技術として実用化されたもので,広く内

外の拝臼を集めている｡ハブ法が部分仕接であるのに対し,今仙ま

金属板全面を庁接してクラッド板を製作する爆発クラッド法の技術

が開発され,その性能の俊秀性も確認さメLて,従来からの拝延による

方法に代オフって各種化学機械の製附･こ幼梨を発押している｡爆発ク

_㌻一く雫嘩′

′義l_野
‾ -ヽ‾

暮､､t′

ノ環戟み葺要義蒲
′l)岩旗弘辞､ ′ン

‾■芝繋琴.穿琵ユ芸当

図1 Ti爆発クラッド製反応器

冶鶴巻 第1ぢ･

信ケーブル60木たけで遠方監祝制御し,朝三中制御の効尖を高めて

いる｡

今後の諜越としては,プロセスにl自二結した水矧上l励分析法と,大

規模な水処理設術の水量管理の最適化制御方式の朋発とが考えられ

るが,後者の方式として計算機によrフポンプや池を含めた管路網を

シュミレー卜し,流量調整にJl⊆づく水托変動の効果を増分水圧計算

凹路で計算しながら,系統全体の最適流量を求める制御方式がl凋発

されたので,今後この方式の適用に期待される｡

ラッド法ではTi,Zr,Ta,Ni,Cu,Alおよびそれらので㌻金などはとん

どあらゆる金属の接合が=J能であるため材質の選択はまったく口由

11在となり,また板厚･クラッド比の制約も受けない｡しかも接合

強度,加工性,耐食性などの性能が非常に良好である｡たとえばTiタ

ラッドのせん断強度ほ圧延法でほ10一～15kg/mm三であったものが

爆発法では30′～40kg/111m:(･こ政詩された｡】そのうえ一般に仙格面で

も有利で高価な耐食材料を俊才l】する場合その経済効火は大きい｡爆

充クラッド板を適用した貯槽,反応器,熱交換旨旨を製作納入した実績

は国内では最初のもので,それらの代表的なものを図1,2,3に示す｡

爆発クラッド法はその適川性が仏穐州なことや性能の傾秀さから化

学+二業外全般にわたる反響を呼び,′㌢後の発姑が大いにJひ]待される｡

囲2 Ti爆発タラソト袈熱交換訪こ‡

■ 希薄アセチレンによる塩化ビニル

の合成プラント

わがl_如こおける塩化ビニル樹脂のチト推は,比較的女仙なカーバイ

ドアセチレンと塩素漱にめぐ圭jtて,1952fFごろからこし激iこ抑大し

た｡しかし,今後の需要を榊たし,外rjまト市場で優位を保つためにほ,

新プロセス,原料転換などが必要となってくる｡すなわち,電力触

格の上昇により,カーバイドアセチレンの価格が上H･すること,Jま土

素が,カセイソーダとの/ミラソスが閃莞任となり,射州なものが門川こ

くくなるためである｡

そこで,ナフサヤノミ然ガスの火災分柵二上り柑F),さしるアセチレン

l
l
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凶3 加水川熱交換語注管似

と,二塩化エタンの熱分解により塩化ビニルを製造する場合の副生

塩化水素とを組み合わせて,塩化ビニルを合成するプロセスが,日

本ネ亡期化学+二業株式会社で開発された｡その基礎研光にもとづき,

テストプラントを建設し,協同研究により,二仁業化のたが)の研究を

行ない,その[川勺を達した｡図2は,テストプラントの一挑である｡

フローシートを図1に示す｡ナフサ‾空たは■人然ガスの分解により

発生した分解ガス(ア

セチレン10% 弥後を

含む)ほ,カーボンタ

ールな除去して,凸ノを

へて(卦により肝縮され

る.二Jついで,7ロマテ

ィック,水分を除くた

～小ノて川ル,〔包にかけて

高級〃く化水素な吸収除

去する._1〔郭で吸収され

た高槻炭化水素ほ④で

放散される.｡一一‾ノJ,塩

化水素は,せ,しむをへ

て什油i了され!÷号＼,む出た

ケナ仰ガスに臼壬/干し‾予熱

して,しむに入れる､ニノ反
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応は,加什で触娘む川いて='なJ)′才し,仏工ニン十三98ア左はl′こL二八､とな七〇｡

J女心掛如)弘旭調恥よ柿柿ノナ■スのたふ7〕ゲ手妨である｡作成さ+tた蛇化

ビニルは,(軌 ㊥で岐収,放散して分離する｡分離した削塩化ビニ

ルは,⑪,⑲で精製し峯即‖--とな石,L′､(.やJ〝〕塔J首iよりi｢1るオフガスほ,

■ アルミ鋳物加熱板による真空

凍結乾燥装置

真空凍結乾燥装搭の加熱板として,伝熱効率の良い,アルミ鋳物

製加熱板を開発した｡この加熱板ほ,7ルミ鋳物中に2本のステン

レス管を鋳込み,1本に冷媒,1/本に熱媒を通す構造としたもので

ある｡従来用いられてきた軟鋼溶接構造の加熱掛こ比較して,加熱

のふでなく,桝頼もでき,そのうえ,溶接ひずみを生ずるおそれがな

いので良好な平面カミ得られ,トレーーと加熱板の間げきによる伝三熱机

杭が小さい｡また,加熱時の伝熱速度が｢】･くなるだけでなく,乾燥

前の予備淡結な寸土なう際,従来のふん四気による凍結に比較して,

伝導によって凍結を行なうため,はるかにl‾｢-･く凍結することができ

る｡鋳物中にステンレス管を鋳込んであるため,熱軌勺のデ■融資分布

は各段とも±2℃の範ロ‾ilで一定に保たれる｡

この加熱板をトレイカー方式など大形装掛こ用いた場合,7ルミ

鋳物製で軽量であるため,特に有効である｡このアルミ鋳物加熱板

ほ,日立製作所独白のものである｡図1はアルミ鋳物加熱板を川い

た小形真空凍統乾燥装粁で,バイアル瓶密枠装｢茸付のものである｡

この装繹の設掛こ当たっては,バ′しブおよぴスイッチなどの械作は

すべて遠隔j'即ドとしたものである.-ノ

表1はアルミ鋳物加熱松任Jr=ニエる什-■く了■搾叫結乾煤装i符牒叩蔓什

様であるが,いずJtも佗燥請訓勺棟糸.1i紫`托の付かないものである〔､
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水崩などf川J収1ト土イ汁ゝ(ノ)で,ftいのl川勺に利川す1ユニセがでさ一三:,

このノーりニスにより,7′､〔水より`衣仙■な几i化ビニ′Lむ作イ:,ことがで

ざ,二妃化エタン分解による塩化ビニル貼賀プロセスと机み介ゴ1せ

た場介に,その特長を薙押する｡

岡1 7′ル三郎物加熱舷を用い
たノミイ7ル 百ワセ

ノ
て_l二

表1 目 立其空凍結乾燥装丁茸標畔仕様1覧プそ
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HDC-5

5kg

箱 形 ㍍ 式
560Wx800d x280h

O.5m2

2

SS41Znメタリコソ
400Wx580d x30h

横形フィンチューブ式
250ゥixl,300J
2.4m2

Al-kild

!碍 形｢1j 筒 式
300少×500h
34J

SS41

｢饉

渦

形 円 筒 式
69¢×200b
O.7J

SUS27TP

-1 形

600りmin
5×10-3mmI壬g

O.75kW

迭 形
30りmin
lOmAq

O.4kW

FV2-CW-0.75

-35℃
660kcal/h

O.75kW
R-22

HDC-10

10kg

HDC-20

20kg

HDC-50

50kg

HDC-100

100kg

箱 形 良 式
560Wx800d x440b
l.Om2
4

SS41Znメタリコソ

400Wx580d x30h

怖形フィンチューブ式
250¢×1,800J
3.8m2

Al-kild

L# 形 rrJ筒 式
350¢×55011
50J

SS41

塔 形 円 筒 式
69¢×200h
O.7J

SUS27TP

ニ1ニ
ー 形

600りmin
5×10‾3mmHg

O.75kW

渦 巻 形
40J/min
lOmAq

O.4kW

FV2-CW-2.2

-35℃
1,680kcal/h
2.2kW
R-22

箱 形 扉 式
560Wx800d x760b

2.Om2
8

SS41Zn メタリコン

400Wx580d x30ll

俳形17インナユー‾ブ式
350与ら×2,000J
7.5m2

Aトkild

囁 形lリ 閃J(
350dx550h

l.4J
SS41

1字享形l∫]統 べ
糾.0¢×300h
l.4J

SUS27TP

l÷ - 形
1,500りmin
5×10‾3mmHg

2.2kW

渦 資 形
80りmin
15mAq

O.4kW

FVV4-CW-3.7

-35℃
3,450kcal/11
3.7kW

王モー22

箱 形 扉 式
750Wxl,040dx930b

5.Om2

10

SS41Zn メタリコン

590Wx840d x30b

跳形フィンチューブノセ
500¢×2,000J
15.Om2

Al-kild

l拓 形Jリ 筒
ノセ

450(占×600h

白2J
SS41

ト革 形l-▲+筒 ン℃
81.01ら×300h

l.4J

SUS27TP

-

形
1,500りmin
5×10▼3mmHg

2.2kW

渦 巻 ノ搾
150りmin
15mAq

仇75kW

FVV4-CW-5.5

-35℃
5,270kcal/h
5.5kW
R-22

箱 形 宙巨 式
1,350Wxl,040dx920h

lO.Om2
10

SS41Zn メタリコソ

590Wx840d x30h

‾跳形フィンチュ=ナ式
635¢×2,000g
30.Om2

Aトkild

l整 形llJ筒 式
450¢×600h
92J

SS41

軍 形 門 前 ⊥(
別.0ゥら×300h

l.4J

SUS27TP

キ ニ ー 形

3,000りmin
5×10▲3mmHg

3.7kW

渦 巻 形
150りmin
15mAq

O.75kW

75FV-4R-CW

-35℃
12,000kcal/h
llkW
R-22
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■ 特色をもつオートクレーブ

(1)独特のメカニカルシールをもつ全長10mの乗合槽で連続

して高粘度物をかくはん重合させる｡メカニカルシールの分解約

寸二は大減速楼を取りはずさずに作業でき,分解中でもl勺容物をシ

ールできる装置がついている(図り｡

(2)台湾に輸附した高温高肝用の一体鍛造製でJ勺面はSUS33

辰

肇■

宣‾

手轍

一言選言-:
事!

≡聖

迄準撃苧;r

滅‾■;-〈

端 芝W山一㌍芯蒜㌫蒜
‾賢慧地】仙_一_.一山_き________h_〉…

--■‾‾朝一顎寒害蛋

岡1 組立中の大形重†ナ槽

二△.

iil田 第48巻 第1号

製であるし,軸対英繹ほ.J-‾仁ノり201噌/cmコ,温度250℃で粉恥を含む

ガスをシールできるメカニカルシールである(図2)｡

(3) うす肉の耐食性容器を耐圧鋳鋼製容一掛こ入れ,二つの容器

閃に添融鉛合金をつめ圧力伝達し高温高圧で使用する二竜容器で

あるっ したがって内部容掛ま簡単に取り得えや,手両しができる

ので耐食材をl勺面ライニソグしたり,クラッド鋼を使用したもの

.tり健利である(図3)｡

囲2 高温高肝用オートクレーフ

■ アルミプレート式可逆熱交換器

を採用したTOプラント

ロ立製作所ではアルミプレート式可逆熱交換器を採用したTOプ

ラントを大ケ羊毛丁業株式会社に納入し,11月より運転にはいった｡

従来の仝低圧式空気分離装置(TOプラント)でほ原料?;竺気の冷却な

らびに水分,炭酸ガスなど不純物の除去を行なぁせるため石材を充

てんした蓄冷器を採用していたが,この畜冷器の代わりにアルミを

ろう付けしたプレート式可逆熱交換器を使用したものである｡

アルミプレート式可逆熱交換器を採用した場合,蓄冷R別吏用のと

きと比較して

(1)機器の大きさが約1/3と小さくなるため設置面積が小さく

てすむ｡

(2)熱交換方式のため予備冷却が不要で起動時問が矩い(

(3)機器容杭が小さいたが)切換時のパージロスが苔冷器の約)1七

分である｡

(4)軽量のたが)架台,プ基礎‾1二弔が舛易となる｡

(5)切換方式がi祁屯化され,高根な切換制御装構:が小要である｡

などの利点を有するが,奴向

(1)鉄さびによる腐食の心配がある｡

(2)内部で湘えいを起こした場合,部分的修理が不亡一指巨で,交

換せねばならない.1

などの欠点も持っているっ

日‾1‡製作所でほ,アルミ熱交換一器の試験片を従来のすf利▲遷冷器の

巾に埋め込んで腐食試験を行なうなど,椎々検討したのち,その採

用に踏み切ったものである｡

図3 溶融金属充てん式寸-トクレープ

図1ほ,アルミプレート式可逆熱交換器を採用したTOプラント

の外観である｡
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岡1 丁′しミプレート式可逆熱交揖黙を採用したTOプラント
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■ 仝液酸プラントの完成

Hl乞製作所でほ,lJ立最初の全液酸プラントを日立酸素株式会社

水戸製造所に納入し,現在,順調に営業運転をつづけている｡

これまで日立製作所で製作した空気分離装掛ま主として製鉄向の

ものが多く,大容量全低圧式空気分離装置では広く知られてきたが,

令液酸プラントについてほこれまで納入実績がなく,今回納入した

プラントが1号機である｡

仝液酸プラント1号機ほ,これまで製作納入してきた全低圧式プ

ラント(TOプラント),l【t圧式プラント(TO-Mプラント),加圧酸

素ガス製造プラント(TO-Hプランりなどで得た経験,技術をもと

水 処 押 ヅ三 掟 185

にして製作されたもので,一今回♂■)仝液酸プラソトの完成を機に口_､■/二

製作所では空気分離装掛こついてあらゆる形式のプラントの製作実

績を得たことになり,空気分離装置の一貫メーカーとしての諌場を

確立したものである｡

なお,全液酸プラント1号機の仕様は下記のとおりである｡

液体酸素発生量

気体酸素発生量

液体窒素発生量

気体窒素発生量

350～500Nm3/h

150～ONm3/h

O′～150Nm3/h

150r～ONIT13/h

図1はプラントの外観を示すものであるLr

純畦 99.8%以_1二

純度 99.8%以f二

純度 99.999%-以卜

純度 99.999%以卜

岡1[-1立 酸 素 株 式 会 社 納 令 液 酸 プ ラ ン ト

■ TOプラントのアルミ化

このはど,口‾在聾婆作所では昭和電‾1二株式会社納3,000Nm3/hTO

プラント,徳山石油化学株式会社納4,000Nm3/hTOプラント,大

谷重工業株式会社納700Nm3/h′Ⅰ､0プラント,ll在酸素株式会社納

500Nm8/hTO-Lプラントと一連の乍気分離装掛こ7′Lミを採川

し好成績をおさめた｡

これF)は,今までのり巨気分靡装件の梅低狙榔に使われていた銅系

材料の代わりに,全面的に7′しミ糾l】いたもので,この穐装f賢では,

わが国最初のものである｡

アルミは銅および銅合金,オーステナイト系ステンレス鋼ならび

にニッケル合金とともに極低温装r芹川材料として1】-Iくから知レ)れて

いたが,加tおよび添接性に問題が多く,現在まで銅系材料が主と

して使用されてきた｡しかしこの種装荷の大形化に伴い,従来の銅

系材料では重量的に輸送費がかさむとともに現地据付においても糾

う†てにかなりの困難が予想される｡このため,HIJ頒注作所でほ早く

からアルミの加工および溶接を下がい)‾,平気分離装梓のアルミ化に

つとめていたが,今恒にれを果たして完成するに乍ったものである｡

このようにアルミの利点ほ,従来の銅系材料に比べ,比重が1/3

以卜という軽量であるため,輸送,現地据付が容妨となるとともに

境作1二審など関連作‾莱においても有利となり,他方銅を7ノLミに代

たたことにより,アセチレン銅生成の危険がなくなF)防爆面でもす

く､■れていることなどがあ仁一Fられる｡

図1は現地批什中のアルミ製TOプラントである｡

国1 鞍上地据付中の

7ルミ製TOプラ

ント

ー】.85
｢
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■ VZl⊆P形′VS-EP形集じん装置の開発

(1)VZ一一EP形微粉炭ボイラ用集じん与抑た

火力発電設備が中々人容量化するとともに,微粉炭存廃火力発

電所の1ユニットから放出飛散する煤じんの絶対量はますます増

加し,出力220MW程度の設備では通常300t/dにも達する｡し

たがって大気汚染による炸宍問題が大きく取り上げられて二}ゴり,

ばい炸の排出の規制などに関する法律の制定とあいまって,満引壬

じん率の集じん装置が要求される｡

この煤じんの大部分ほ,フライアッシュとして,セメント混和

材に利用され,コンクリートの■■打一民政善,セメントの節減に大い

に役だつため,これの集じん装荷は煙害防止のみでなく,フライ

アッシュ阿収用としてしばしば利用される｡

今回,四国電力株式会社新西条火力発電所,第1･りで(fT川1とし

て納入する集じん装置たも,煙焉防【卜とフライアッシュ[‖川又とを兼

ねたもので,図Iiこ見らj‾tるように,VZサイクロン(大口径軸流

サイクロン)を電気集じん装繹(EP)に前i賀し,EPで描集する煤じ

んを規格フライアッシュとしてできるだけ多く採取するようにし

ている｢.VZサイクロンの効ネはサイクロン下端からのブローア

ップによって,大略15～45%まで調整可能な構造として計画され

ている｡

本市式によれば,微粉炭の占占位の変化に追随して,煤じん中の

フライアッシュ規格に適合する灰の描集量の調整が可能であるr.

また,VZサイクロンで捕築される粗粒灰は化学肥料として利

川されており,プライアヅシュ,化学肥料の両者に適合できるよ

う可変方式を特艮とするVZサイクロソを前降した,VZ-EP形祭

じん装置たの今後の活用が期待される()

(2)VS-EP形高汗操業高炉別解じん装置

最近新設またほ改修される高炉は,原単位の12り+二の目的から,

高圧撰業またはセミ高肝授業の方向に進んでいるが,これら高圧

高炉から発生するBガスの有効利用ほ,高炉プラン†､の経済性か

らも,非常に弔要であり,このことから高度の清浄度が要求され

ている｡このBガス描浄装附こは穐々のものがあるが,↑回Bガ

スの高妊を十分利用,卜州父できる,ベンチエリースクラバ(VS)と

管形完全湿式電気集じん装群(WET-EP)を組み合わせることに

より,高度の痛打りとを図ることができた｡

VSはベンチエリスクラバとガスクーラを▲･･･体とし,発1トガス

違の饗化に対し高能率を維持するため,スロート部の附面を調幣

‖r能としたr.なおWET-EPは白け降ベンチュリの性能向上によF),

ガス流速を上げ′ト形化するとともに,■l二場における製作,加__[二お

よび現地据付工事の期間短縮を図るため,VSおよびWET-EPの

胴体に多角形プレハブ方式を採用した｡

図2は】]本鋼管株式会社川崎製鉄所に謝戸:亡されたVS-EP形鮫

じん装綻である｡

今後の課題としては,WET-EPに多量の探水を使用している

がわが国のように水資源の少ない現状でほ,これらを海水に切り

換えができるよう改良を図ることである｡

図1VZ-EP形

篤じん装置

讃

Ⅰ対2 VS-EP形掃大祭じん装【罠

■ 日立式層成胴の開発

高圧化,火径化の傾向の著しい圧力容器において,肉厚の増大化

が一体鍛造や厚鋼板での蜃竺作法を困難なものとしている｡これに対

処して,現在自緊胴,薄板多層胴,バンド巻胴など種々の製作方式が

考案されているが,われわれは中厚の高降伏ん己力鋼板をプレス成型,

溶接により円筒とし,各円筒をはめ合せ所要厚さの層成円筒とし,

さらに自緊作業を加えて実際上肉厚制限のない経済的で安食な帝器

を設計製作することに成功した｡これを日立式層成胴と呼称してい

る｡この方式により設計圧力1,000～3,000気肛得度の高圧容詩話矩も

解妨に製作が可能となり生産体制にはいったしJ

この容器の安全性を確かめるために,まずi勺外径比(外符/l勺径)

を1.7,2.0,3.4の3種類とり,それぞれ肉厚を-一一層,二層,二屑の

小径容器を作成し,内圧負荷により容器の変形過程を追随しながら

最終的にほ破壊試験を行ない設計方式の確認を行なった｡つぎにこ

の結果を考察して図1のごとき実用サイズの高圧容器を作成し,円

筒部および厚内エンドプレートの強度検討な行ない,続いて代サイ

クル疲づテ試験,破壊試験を行なった､.図3ほ小作解語詩の破壊状況を,

図2ほその結果を示す｡

これらの紙果,う岬了ひずみエネルギー誠による日緊設計はR了ナ式

｢
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柑アi
胴体 Stト70B
端板 A-336Mndiry

設計圧力1,800kg/cm2C
設計塩度 300℃
試験圧力 3,300kg/cm2G

胴体部断l郎

岡1 層 収 胴試験額 器
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僧成胴に対しても十分適川できる｡▼よたllj筒跳の破壊忙力推娃式と

してRimrotトMarin式が実用的であー),破壊Jl三もーil.屑に比べで女くミ

側にあり,起動･一軌t二500サイクルの嘘労試験においてもなんら兜

状がみられないことを確認した.こ,木方式を採Jl‾けると,たとえば設

計庁力1,000気比内子二羊80叫の岳LE容器の場介はl-⊥】筒部内惇が単層

の場合より約2/3に減少させることができ,′女令かつ経締約な高結

線器の製作が叶能であるし+今後のけ郡臥＼(として,椎々形状を･右する

厚内エンドプレートの応力解析,胴とェン′ドプレーート接合部などの

応力上外部ク如こついての応ノJ解析などがある､=′
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図3 小径容器の破壊状況

■ 大容量エチレンプラント用

熱分解炉と加熱炉

本プラントの規模ほエチレン年産100,000tで,エチレンプラン

トにおいで多くの実績を川つS&W祉が,プラントうモ体のプロセス

設計を行ないトーr立が精細のエンジニアリングと建設を′Jlき受けた(J

カ消灯引よナフサ分解炉6甚,エタン分解か1去〔,加熱炉4届からな

っており,分解少子の基本設計はH立製作所との技術提携先であるア

メリカのシーラス社が,また加熱炉の属人∴紺一ほl一卜rモ製rF所が行な

い,プラント全機種の製作および桝什ほ1二書､ン湖作こ怖が才lしし1した.+上1

‾卜か部門の-】i愛機掛こついて税別する.丁′

(1)熱 分 解 炉

ナフサ分解炉は,シーラス触射ガスノミーナとN･A･0･B縦形オ

イルバーナの二種が,ゾーンコントロールを十分考慮して附?壬さ

れでわり,中細怯熱管ほ容量アップのために4-PA′rHがわが】一三tで

初めて採川された新しいタイプのシーラスかである.帖恥榊)仁さ

熱管にはインコロ†800を,リタンベンドおよびチューブサポー

トにほ25Cr-20Niが川いらjtている._.

エタン分解如よ数多くの実統を持つシーラス棟準かで,k三熱管

の水､l絹己粁とシーラス軸射ガスバーナiこより.ゾーンコントロー

′しが化′如こ子‾fなえる｡､･捌･比熱仰〕-ト要村円くよナフサ分解かの似

合と伺しこであるし.

1とi7

(2)加 熱 炒-i

蒸気も加熱帥まタービンの勅ノJ沙;ミとして川いられるもの･で､,エチ

レンプラントとしてほ初めて組み込まれたものである｡才手品は吸

収熱量5.95×106kcal/h,圧力ほ82kg/cm2Gと301(g/cm2Gの二

稚で,癖二径5,400mmにおよぶ大形由:丁./二円抑抄の舟iであるrトニ穐

のガス加熱炉は分解ガスのメタンを加熱し,触媒何斗こ川などに川

いられる小形の直立｢l-J筒形の炉である｡

SEb唱‡収P耶椒こR虻荒粥8HE節ER 措辞節H)
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図1 ナフサ分解炉の新曲J_ズ†

■ 合理的に機械化されたごみ焼却装置

ご克焼却プラントの小山をなすも〃)はストーカと虹･で,人別すれ

ばストーカは階段式と水､ド柳j試,帆土ごみとガスの流れ方向か仁ノ

並流式とドリ流またほ逆流式とに分け｢ノれる‥ ご､んという非将に低質

の吋燃,小燃拡什物な燃焼させるには才いこ油1川iり御が第一ゑ什とな

る｡階段式ではごふ朋を卜か仁ノブヒき･二ずL,ごみ仁l身の拙策(伯う

らく)により吹抜け防止と順の均一一化がほかれるのに対し,移拭式

ではグレート面とごみ層との接触位担が変わ仁Jぬため,屑厚のむ仁J

がそのまま移行し錫燃物の早期燃焼による吹抜けやグレート過熱の

危険性が大きい｡また,可燃物の中にも燃焼速度に大幅な差異があ

るためと含水率が高いため,三卜艶味部だけでなく佗燥と柊燃焼も必

芽細)焼却過郎となる.1

1]立式燃焼かが階段ノしストーカ′を帆‖し,城川とLて･言地さ,燃焼,

-187-
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後燃焼の三段式ストーカを用いるのはこれらの理巾によっでおり,

偶造的にはストーカの専門メーカーでごみ焼却炉用にも,1898年来

の豊富な実績を持つアメリカのデトロイト社の技術を使用している

のできわめて信蹟度の届いものである｡ごみ焼却炉では固形腐敗物

のほか,二乾燥過程で通常燃料より発生率の高い乾留ガスの人燃防止

も重要な問題で,不適当な炉の形状は末燃ガスによる臭気放散や煙

道機器汚損の原川となる｡日立式並流炉においては乾燥ストーカで

発生した全乾留カースが必ず燃焼および後燃焼ストーカ上を通る炉形

状となっているので,従来のごみ焼却炉特有の排ガス臭気による公

害を防I卜することができる｡地方都市の中には労働条件より昼夜運

転ができないところもあり,朝起動夕方停止の間欠運転となること

もあるため,従来多く採用されていたアーチ形迫り持ち大井構造が

岡1 ノ､ト
) カ

細 流 第48巻 謀‡1ン;･

維持帥修に難の多い点を検討し,特殊形状の煉JLで煉九を｢†‡る構造

とLて膨張,叶蛸iiに耐えると同時に図2のように架樺如こより側壁に

人外杓茹をかけない構造として耐用度の改善,補修の簡易化をは

かった〕

ごみ焼却炉の機械化ほ,単に各機器を寄せ集めて撼作を機械化し

て労力を節減するというだけでは不十分で,従来の固定床式蒸焼き

炉で果たせなかった高批完全焼却により排ガス,排水および臭気に

関する公害問題をあわせて解決するところにその真の意義を見出す

ものであるし-ノデトロイト式階段ストーカと並流炉によって特長ずけ

られる日､王_/二式焼却炉の環境装r芹としてのすぐjtた点が,これらの課

題の解決に遺憾なく発挿されている｡

丁-一十(従JミグJもノ))

ー･.1

川2 人こル レ
/カ'依 構 j臼

t わが国のごみに適応した回転槽式

高速堆肥化装置

川転発酵槽を用いた都市ごみ高速堆肥化装鐙の特技は均一な発酵

をさせる点にある｡そのためにはまず原料となるごみ成分の形状,

大きさが平均化されるとともに表皮が破壊され,均質化されること

が自てJ掟となってくる｡原料の不均一性がある程度取り除かれれは

発酵槽の果たす役割もかなり明確に評価できることになる｡目立高

速堆肥化装置が槽形式として図2に示すような通気枚構を持つ回転

発酵槽を用いる理由は,発酵過程の均一･化による安定した運転,処

即時間の短縮および良質生成物の生産をねらいとしたからである｡

図1に水上町他組合に建設中のプラントのレイアウトをホす｡こ

のプラントの特長ほ,(i)掛こご克を対象とする破砕枚を備えたこ

とり(ii)水分過多の際ほ調整コンベヤにより直接投入を避けるよ

うにしたこと′〕(iii)佃循環通風枚隅として季節による原料糸件の

人幅な変動に妃二じられるようにするとともに,ダンパの切換操作に

より通風機の保′､'j:を容易にしたこと,すなわちrF業中はダソパ①④

開,②④閉,⑤開度調整,作業終了時は⑨④閉,①閉,㊤⑤開

度調整とすることにより,吸気ダクト内にごみを吸込まないように

し六二｡

昭和34年3月,わが国で初めての都市ごみ高速堆肥化処理が採川

されて以来,現在まで約30都市が堆肥化処理を実施しており,全処

群能力は1,000t/日に達しているが,気候,風土,生活条件の著し

い相違などのため,また装置の特性や都市ごみ発酵の原理に対する

理解が不十分なため取扱操作を誤り,外国で成功した方式がそのま

まの性能を発揮できない例もあり,その結果堆肥化処理に疑問をい

だく都市も出るに至った｡欧米とわが国で,原料となるごみの最も

大きい相違点は水分で,たとえば欧米では高々40%であり水分添加

が必要であるのに反し,わが国のごみは60%を越える場合が多く,

このため発酵過程における熱バランスが失なわれ,槽内滞留時間が

不妃するとともに造粒現象を生ずるなど,回転槽のすぐれた点が逆

に欠点となって現われている場合もある｡

111土高速堆肥化装掛よ二1二場州こ試作プラントを設定し,繰返し二丈

験確認の結果,わが国のごみを原料として凹転発酵槽の性能を最高

度に発揮させるねらいから生まれたものであり,次にあげる特長が

ある｡(1)安定した運転｡(2)良質コンポストの生産｡(3)収

率の向卜｡(4)簡叫こして堅ろうな構造｡(5)容易な取壊操作｡
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